
１．基本事項

川崎市産業振興会館 評価対象年度

・事業者名　公益財団法人川崎市産業振興財団・
京急サービス株式会社　共同事業体
・代表者名　曽禰純一郎
・住所　川崎市幸区堀川町６６番地２０

評価者

平成26年4月1日～平成31年3月31日 所管課

２．事業実績

３．評価

分類 項目 配点 評価段階 評価点

事業成果
事業実施による成果の測定が適切に行われているか

10 4 8
当初の事業目的を達成することができたか

着眼点

利
用
者
満
足
度

利用者満足度

利用者満足度調査を適切に実施しているか

10 5

（評価の理由）
・利用者満足度の調査については、①「新分野・新技術支援研究会」運営業務の合同研究会、②パソコン研修、③
品質・環境管理支援研修等講座、④ロボット技術振興業務「第２２回かわさきロボット競技大会」、⑤施設の管理に
関する業務についてそれぞれアンケート調査を実施した。①については、参加者の９６％が満足、②については、
講座の内容、進行のスピード、内容量、講師の説明と受講料の満足度が８６．３％と好評であった。③について、内
容は「期待以上満足」と「ほぼ満足できた」をあわせると９７．０％、理解度は「ほぼ理解できた」・「よく理解できた」を
あわせ８２．７％となり、非常に満足度が高いものとなっている。また、④については次回参加希望が８３％、⑤につ
いては４回実施し、施設の満足度は「良い」以上が平均で８６．３％となっており、いずれも昨年度とほぼ同程度の
非常に高い利用者満足度が得られた。
・アンケート調査結果については、各事業の改善につなげており、さらにサービス向上委員会を年４回（安全部会、
環境部会を含む。）実施し、会館案内の改善検討などサービスの向上に努めた。
・施設管理に関する具体的な取組としては、①受付業務の改善（備品勉強会や接遇研修会の実施、受付マニュア
ルの見直し）、②館内見学の実施（年１３９件）、③バリアフリーチェックについて外部専門家の診断等の実施によ
り、障害のある利用者の方の満足度向上のための取組を行った。
・以上のように、各事業について、アンケート調査やヒアリングを実施し、事業実施による成果の測定を行うととも
に、利用者満足度向上に向けた取組を継続的に実施しており、当初の事業目的を達成できている。
・既存の取り組みについても、第4会議室の使用を見直すことによる利用率の増加やパソコン研修の土日開催、ロ
ボット大会を見直すために、検討委員会を設置する等、絶えず見直しを行っている。

10利用者満足度は向上しているか

調査結果の分析を行い、満足度向上のための具体的な取組に
反映しているか

利用実績

平成２７年度の川崎市産業振興会館全体の利用率は、目標値６３．８％に対し、実績値６３．６％と
なった。
利用率の内訳については、多目的ホールが目標値７８．１％に対し、実績値７６．８％、企画展示場
が目標値６７．９％に対し、実績値６７．５％、研修室が目標値７１．５％に対し、実績値６８．９％、会
議室が目標値５６．９％に対し、実績値５７．９％であった。

収支実績

(収入) 指定管理料 160,738,000円、利用料金収入 38,519,365円、新分野・新技術支援研究会会費
収入等の事業収入12,324,000円、利息を含めたその他収入 4,254,939円、財団からの繰入金
2,424,600円の合計 218,260,904円である。
(支出) 人件費 93,431,304円、事業費29,360,163円、施設管理費89,823,942円の合計 212,615,409円
である。

サービス向上の取組

会館利用者の利便性向上を図ることを目的として、利用者アンケートを実施するとともに、会館
サービス向上委員会を開催し、利用率や広報のあり方について検討を行った。また、受付・設備・
警備・清掃業務担当職員による週１回の改善会議や、各責任者を集めた月１回の連絡会議を開催
し、情報交換及び日々の業務の見直しを行った。さらに、受付や警備、設備、清掃各担当職員に対
する接遇研修を実施した。サービス向上の取組として、和室倉庫利用をBOXを導入することで均等
化し、利用可能者を増加した。館内の安全面の取組として、ガラス追突予防注意喚起シールの張
替え２ヵ所等の改善を行った。また、バリアフリーチェックを川崎市身体障害者協会推薦者や専門
家と行うことで館内の設備点検を行い、弱視者が認識できるように明度差を設けるような対応を中
心に９件の指摘事項に対応した。

平成２７年度評価に際して実績管理上の事務ミスが判明したため、赤字のとおり修正しています。

指定管理者制度活用事業　評価シート

施設名称 平成２７年度

事業者名 工業振興課長

指定期間 経済労働局産業振興部工業振興課



（評価の理由）
・支出については、条例第３条に規定される①企業間の情報交流の促進並びに産業情報の収集及び提供に関す
ること、②情報の高度化に対応する企業の技術振興及び人材育成に関すること、③市内企業の製品の展示及び
販路開拓の相談に関すること、④施設及び設備を利用に供すること、⑤産業経済の調査研究に関すること等を事
業計画に沿って執行した。今年度も引き続き、石川県輪島市からの要請で「第２回のとロボット競技輪島大会」の
運営協力を行うなど、企業支援・産業振興の推進に寄与した。
・効率的な会館運営のために、引き続き、①受付マニュアルの見直しなどの業務の改善、②備品・設備の補修、③
指定管理者が外注せず自身で行う修繕の推進を行った。また、事業費支出のうち、かわさき基盤技術ネット運営
業務費を計画予算比で２，２９５，６９４円削減するなど経費削減に努めた。また、財団から繰り入れを行い、トイレ
の洋式化を行い、利用者に対するサービス向上を図った。
・収入確保については、高い利用が見込まれる人材派遣業や商業施設等への「ホール・会議室等のご案内」等の
郵送や、財団ホームページにおける動画を活用した施設紹介等により、積極的に広報に取り組んでおり、常に利
用料金の収入増に努めた。
・金銭管理については、事故防止に積極的に努めるとともに、厳格なチェックを行っており、適正に管理している。
また、事業収支についても、適正な事業報告がなされており、会計処理上の問題等はなかった。なお、つり銭資金
については、業務開始前、業務引継ぎ時、業務終了時の１日３回確認作業を行っており、研修や確認作業の成果
により事故が発生することはなかった。

7 3 4.2
収入増加のための具体的な取組が為されているか

適切な金銭管
理・会計手続

収入と預かり金等を区別し、適切に管理を行っているか
6 3 3.6

事業収支に関して適正な会計処理が為されているか
収
支
計
画
・
実
績

効率的・効果
的な支出

計画に基づく適正な支出が行われているか

7 4 5.6支出に見合う効果は得られているか

効率的な執行等、経費縮減の具体的な取組は為されたか

収入の確保
計画通りの収入が得られているか



（評価の理由）
・指定管理者に対するヒアリングや業務報告書を点検することにより、事業計画を上回る業務運営がなされたこと
を確認した。具体的には、ビジネスPC研修等の開催について、平成２７年度は主催と受託併せて目標１８８回開催
のところ２２７回開催した。また、新分野・新技術支援研究会を「市場創造戦略研究会」や「企業存続研究会」等５つ
の研究会により着実に実施し、参加者からも高い評価を受けており、当初の事業目標を達成している。さらに、中
小企業ＢＣＰ作成支援セミナーを開催し、人材育成の推進を図った。
・アンケート調査を実施し十分な意見等を収集した。具体的には、①「新分野・新技術支援研究会」運営業務の合
同研究会、②パソコン研修、③品質・環境管理支援研修等、④ロボット技術振興業務「第２２回かわさきロボット競
技大会」、⑤施設の管理に関する業務（４回実施）を対象に調査等を実施した。
・アンケート結果に基づき、サービス向上委員会等において、サービス利用促進のための取り組みを検討した。ま
た、業務改善や施設の自主修繕を行い、エレベーター前天井補修等３２件、外部修繕を６件行い、施設の利便性
向上を図った。
・業務改善が必要な場合の検討については、サービス向上委員会のほか、所管課との定例ミーティング等におい
ても、適宜業務改善に向けて検討しており、可能なものから随時改善した。
・これらの日々の業務改善の取り組みによって、利用者との信頼関係が深まり、さらなる利用者をも生み出す、良
好なサイクルが構築されている。
・また、会館の１階や６階にさまざまな産業情報やイベント情報の提供を適時行った。さらに、インターネットにより
会館の取組のほか、利用施設や設備の案内を動画で配信するなど適時情報発信し、利用者にとって魅力ある会
館づくりを推進した。
・平成２８年４月から施行される障害者差別解消法に対応するため、バリアフリーチェックを川崎市身体障害者協
会推薦者や専門家と行うことで館内の設備点検を行い、３２件の指摘箇所のうち、点字テプラを張るなど９件につ
いて迅速に対応した。これらの対応について、利用しやすい会館づくりのための取り組みとして、障害者自身にも
評価されている。

利用者の意
見・要望への
対応

利用者ニーズの把握に努め、それを事業や管理に反映させる取
組が為されているか

10 5 10
意見・要望の収集方法は適切だったか（十分な意見・要望を集め
ることができたか）

利用者からの苦情や意見に対して、迅速かつ適切に対応してい
るか

実施計画と実際のサービス提供に「ずれ」が生じている場合、原
因究明に必要な取組が為されているか

10 4 8業務改善が必要な場合に、現状分析、課題把握、改善策の検討
と実施が行われているか

業務改善の取組によって具体的な効果があらわれたか

サ
ー

ビ
ス
向
上
及
び
業
務
改
善

適切なサービ
スの提供

提供すべきサービスが仕様書や実施計画等に基づいて適切に
提供されたか

10 4 8サービスの利用促進への具体的な取組が為されているか

利用者への情報提供を適時かつ十分に行っているか

業務改善によ
るサービス向
上



適正な人員配
置

連絡・連携体
制

再委託管理

担当者のスキ
ルアップ

3 4 2.4

コンプライアン
ス

職員の労働条
件・労働環境

環境負荷の軽
減

3 4 2.4環境に配慮した調達や業務実施が行われているか

（評価の理由）
・運営会議・施設各部署の連絡会議を新たに設置し、定期的な会合を行い、情報共有、意思決定の迅速化に努め
た。
・適切な職員配置により効率的かつ効果的な管理運営が行なわれた。
・毎月１回の定例ミーティングや事務連絡、相談等により所管課との連絡・連携が十分図られた。
・再委託の管理については、適切な監視・確認を行っていることをヒアリングや業務報告書により確認した。
・職場内研修だけでなく、外部研修等を活用してスタッフのスキルの向上を図った。
・適切な安全管理ができるよう適切な管理体制を構築しており、また、緊急時のマニュアル等を整備している。さら
にサービス向上委員会の安全部会において安全・安心への取り組みを行った。また、防犯意識の向上を図り、地
元警察との連絡体制をより強化するため、幸事業所防犯協会に継続して入会して連携を図っている。なお、東日
本大震災後の対応策として、会館が川崎駅周辺の帰宅困難者用一時滞在施設に指定されたことに伴い、従来か
らの震災対策会議を引き続き定期的に開催するとともに、防災備品を整備するなどあらゆる対策をとっており、来
館者の安全確保に努めており、その意識は非常に高い。
・緊急時に即時対応できるよう、関係機関及び所管課との連絡体制を構築している。
・個人情報等に関する規定等を整備するとともに、法令遵守について周知徹底している。
・職員の労働条件等については、市の基準に準じており適正と認められる。
・環境負荷の軽減については、クールビズの実施やトイレの蛇口を節水型に改修する等、ソフト・ハード両面で適
切かつ十分な環境配慮を行っている。

事件・事故、犯罪、災害から利用者を守ることができる適切な安
全管理体制となっているか（人員配置、マニュアル、訓練等）

3 4 2.4
緊急時に警察や消防など関係機関と速やかに連携が図れるよ
う、連絡体制を構築し、定期的に情報交換等を行っているか

個人情報保護、その他の法令遵守のルール（規則・マニュアル
等）と管理・監督体制が整備され、適切な運用が為されているか

3 3 1.8
スタッフが業務を適正に実施するための、適切な労働条件や労
働環境が整備されているか

組
織
管
理
体
制

必要な人員（人数・有資格者等）が必要な場所に適切に配置され
ているか

3 4 2.4
定期または随時の会議等によって所管課との連絡・連携が十分
に図られているか

再委託先との連携調整が適宜・適切に行われ、業務の履行につ
いても適切な監視・確認が為されているか

業務知識や安全管理、法令遵守に関する研修が定期的に行わ
れ、スタッフのスキルとして浸透しているか

安全・安心へ
の取組



施設・設備の
保守管理

管理記録の整
備・保管

備品管理

清掃業務

警備業務

外構・植栽管
理

４．総合評価

79.4 評価ランク

５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

評価点合計 B

・ 川崎市産業振興会館は、企業間における情報交流、企業の技術開発、販路開拓事業の推進等を図り、本市産業の発
展と地域経済の活性化に寄与することを目的として設置されたものであるが、指定管理者が当該目的を達成するために
行っている各種事業については、仕様書等に沿って適正に業務運営が行われているとともに、利用者からのアンケート結
果等を踏まえ、要望に対応すべく、新たな事業展開を検討するなど、高く評価できる。
・施設管理においては、会館の利用率が当初目標を下回ったものの、利用率の向上に向けた取組を積極的に行ってお
り、昨年度と比較して会館利用率を向上させるなど、評価できる。また、利用者から寄せられる意見や要望については適
切に対処しており、サービス向上委員会等を通じて、サービス向上に向けた取組を積極的に行なっていることなども、評価
できる。
・差別解消法の施行に先駆けて、自主的にバリアフリーチェックを行うなど、利用しやすい会館づくりに向けた取り組みに
ついても、非常に高く評価できる
・ 全体としては、良好な事業執行及び施設管理運営が行われており、高く評価できる。

・ 引き続き、会館利用者からの意見や要望に対して積極的に傾聴し、適切に対応すること。
・ 会館利用率について、さらにアップさせるよう取り組み、事業収入増に取り組むこと。
・ 引き続き、市内企業の育成を図れるような各種事業を行うこと。
・ 安全・安心な施設の維持・管理を引き続き行うこと。特に、老朽化している設備の維持管理のため、市の所管課と情報
共有を行い、施設利用者の安全安心に万全を期すること。

7 3 4.2施設内及び敷地内の警備が適切に行われ、事件・事故・犯罪等
の未然防止に役立っているか

外構の植栽を適切に管理（草刈、剪定、害虫駆除等）しているか

（評価の理由）
・施設の老朽化が進む中、所管課と連携を図りながら、適切に設備・施設を整備・管理した。特に更新時期を迎え
る大型の修繕については、現況の報告や対応策の提案が現場から適時なされており、市もそれに応じて予算要求
をしていくなどの対処ができている。
・業務日誌・点検記録・修繕履歴等は適切に整備・保管されている。
・設備・備品の整備や整頓、利用者が使用する消耗品等の補充については、常に点検しており、適切に管理・整備
されている。
・清掃については、施設が快適に利用できるよう再委託により適切に実施されており、苦情等は出ていない。
・警備については、来館者の安全確保等のために適切に実施されており、連絡体制についても適切に整備されて
いる。また、警備職員に対しても受付職員と同様に接遇研修を実施するなど、よりよい警備を目指して取り組んで
いる。
・植樹管理については、適切に実施されている。日々の状況についても適切に管理されており、月例のミーティン
グでも、植栽の状況について市に報告がなされている。
・なお、上記の再委託については、文書報告を基本とし、連絡会議や立会いを行うことにより、適正な管理を行っ
た。

適
正
な
業
務
実
施

安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守点
検や整備等を適切に実施しているか

8 4 6.4
業務日誌・点検記録・修繕履歴等が適切に整備・保管されている
か。

設備・備品の整備や整頓、利用者が使用する消耗品等の補充が
適切に行われているか

施設内及び外構の清掃が適切に行われ、清潔な美観と快適に
利用できる環境を維持しているか


